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委員長
脚本家　東北大学相撲部総監督

内館　牧子
東京都教育委員会　教育委員ほか
脚本：�「ひらり」「てやんでぇッ！」「私の青空」「毛利元就」「エイジハ

ラスメント」ほか多数
著書：�「終わった人」ほか多数

委　員
元国税庁長官

大武　健一郎
関西大学客員教授　認定NPO法人ベトナム簿記普及推進協議会理事長
著書：�「平成の税・財政の歩みと21世紀の国家戦略」「税財政の本道一

国のかたちをみすえて」ほか多数

委　員
産経新聞　東京本社　編集局　副編集長

小川　記代子
　

委　員
久米繊維工業株式会社　取締役会長

久米　信行
著書：�「メール道」「ブログ道」（NTT出版）「NPOのための IT 活用講

座 効果が上がる情報発信術」「すぐやる人だけがチャンスを手
に入れる」ほか

委　員
ノンフィクション作家

吉永　みち子
「羽鳥慎一　モーニングショー」コメンテーター
「あさチャン！サタデー」コメンテーター
著書：�「気がつけば騎手の女房」「性同一性障害」「26の生きざま」「老

いの世も目線を変えれば面白い」「試練は女のダイヤモンド」ほ
か多数
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第一部　表彰式

　10：30…開　式

　　　　　・会長挨拶

　　　　　・表彰選考委員長挨拶

　　　　　・表彰状並びに副賞の贈呈

　　　　　・受賞者代表挨拶

　12：30…閉　会

第二部　祝賀会

　12：40…開　宴

　　　　　・来賓祝辞　乾杯のご発声

　13：30…閉　会

� （平成29年11月27日　於帝国ホテル東京）

式典次第
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　皆様おはようございます。
　社会貢献支援財団の会長を務めさせて頂いております安倍
昭恵でございます。
　本日は650名以上の皆様方にご臨席頂きまして、この社会
貢献者表彰式典を開催させていただきますことを大変嬉し
く、心より感謝申し上げます。
　また表彰式の開催にあたり、ご支援いただいております日
本財団をはじめ、候補者を推薦下さいました皆様、関係各位
にお礼を申し上げます。
　さて本日、53件の社会貢献活動の功績を表彰させていただきますが、受賞者の皆様、
そして活動を支えていらっしゃいますご家族はじめ、関係者の皆様には心からの敬意
を表します。
　私も、これまでに、過去に表彰された方の活動の現場にお邪魔させていただいてお
ります。先月は、広島市の自宅で30年以上も行き場の無い少年達に食事を提供する活
動を続けている、ばっちゃんこと中本忠子（なかもとちかこ）さんと、お世話になっ
たかつての少年達とお会いする機会がございました。
　と申しますのは、以前に中本さんとお会いした時に、少年の中には入れ墨をしてい
るので温泉に行きたくても行ったことがないとか、新幹線に乗ったのは、手錠をした
まま少年院への護送の時、一度きりだと言っていたことがずっと心の中にあったとの
お話がありました。
　そして中本さんがこの度、これまでに頂いた副賞をその少年達との旅行に充てたい
というお話をきっかけに、地元の旅館をお世話させていただき、この話が実現するこ
とになりました。
　この会合には、同様に少年の更生に力を注ぐ方や、同じような境遇から、今では助
ける側になった方も加わり、夜遅くまで車座になって、生い立ちや立ち直り、今どん
な暮らしをしているかを語る彼らに、時に涙し時に笑いながら、耳を傾けました。
　本日の受賞者の皆さまも、活動の内容や状況は違っても、お 1 人お 1 人が、現代社
会の中で生きづらさや、不自由さ、疎外感を感じる人々に寄り添い、よりよい社会づ
くりに貢献されている方々でございます。
　皆様方には、これからも活動を続けていただき、わが国が誰にとりましても住みや
すい国になるように、お力をお貸しくださいますようお願い申し上げます。
　本日ご列席の皆さまのご健勝と、一層のご活躍をご祈念し、簡単ではございますが、
挨拶とさせていただきます。
　受賞者の皆さま、本日は本当におめでとうございました。

公益財団法人　社会貢献支援財団
会　長　安　倍　昭　恵

会長挨拶
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　ただいまご紹介に預かりました、内館牧子でございます。
　本日このように多くの方にお集まりいただいて、盛大に式
を挙げられますことを、大変に感謝しております。ありがと
うございました。今回の選考過程を含めまして、ひと言ご挨
拶申し上げます。
　平成29年後期となる今回は157件を選考委員で丁寧に選考
させていただきました。
　その結果、団体31件、個人22人の計53件を決定いたしまし
た。
　わたくしが今、階段を助けられながら昇り、よたよたとぎこちなくステージに上がっ
てきたところをご覧になったと思いますけれども、実は右足の指 5 本全部と、足の甲
の骨を一本、トータル 6 本の骨折をいたしました。 8 月まで車椅子だったのです。今
でも十分に不自由なのですけれども、車椅子生活とか、全く動けない状態の時の不自
由なことといったらとても言い表せない程でした。他人の手を借りないと動けません
し、でも手を貸して欲しいというのはなかなか言いにくいものなんですね。まして、
しょっちゅうは言えないので、つい遠慮します。我慢します。そうすると段々自分が
情けなくなってきまして、かつ「何か逃げなくてはならないようなことが起きたらど
うにもならないわ」なんて心細くもなってもくるわけです。そういう状態でありまし
ただけに、今回皆様が体の不自由な方々とか高齢者とか子どもとか、いわゆる非力な
方々に対して細やかに、それも長きにわたってお力を尽くされていることが本当に自
分のことと重なり、大変に有難く思いました。
　身体のどこかが不自由であるという状態は、そうでない人には恐らく想像もつかな
いストレスだと思います。それを、身を持って体験しましただけに、そんな方々にとっ
て皆様のお力がどれほど安らぎとなり、励ましとなっているか、よくわかったという
思いがいたしました。
　また今回、89歳の広島の平田弘子様は路上生活者に長年の支援活動を続けられ、ま
たその一方で、佐賀県の伊万里高校の理化・生物部の生徒さんは絶滅危惧種のカブト
ガニの保護活動を続けておられます。これは学校内で引き継がれているということで
すが、若い方々からご高齢の皆様まで、自分に出来ることを精一杯、長くやるという
ことが大きな力となって蓄積され、次の世代に繋がっていくということを実感させら
れております。
　また、本来は行政でやるべきですのに行き届かず、民間の皆々様が細やかに動いて
下さっていることがたくさんございます。例えば今回は、刑務所や少年院を出た後の

表彰選考委員長挨拶
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就労支援の功績が 4 件ございました。横須賀市の岡本昌宏様、ウィズ広島、福岡田川
市の田川ふれあい義塾、愛知の再非行防止サポートセンター愛知。現実として、刑務
所や少年院の出所者は行き場が無く、仕事にも就けず、結局は再び罪を犯して刑務所
へ戻るという悪循環がなかなか断ち切れません。それを何とか絶とうということで、
暖かい活動を続けておられます。
　かつて、私はテレビドラマの取材のために、松本少年刑務所を訪れたことがござい
ました。その時、今でも忘れられない光景が二つあります。ひとつは面会室です。す
ごくきれいにお掃除してあり造花ながら花も絵の額もありました。でも、非常に殺風
景で寒々とした印象がぬぐえないんです。その時、刑務所の関係者が私に言いました。
　「多くの受刑者の親が殆ど面会に来ないんですよ」
　親や親戚や色んな人が面会に来てくれると、おそらくその部屋の空気はまるで違っ
ていただろうと思います。もう一つは、受刑者たちがみんなで集まって、ひとつの広
い部屋で作業をしておりました。それを見せていただいている時に刑務官が来て、「×
×番、面会だよ」って言ったんですね。そうしましたら、そう言われた少年は凄く誇
らしげに出て行きました。わたしが忘れられなかったのは、彼を見送る他の少年受刑
者たちの眼差しでした。本当に羨ましそうに見ておりました。誤解を招く言い方かも
しれませんが、路上生活者であっても、罪を犯した人であっても、人間は誰しも人間
の愛情を欲しがっているものだと、あの時ほど思ったことはありません。
　今日お集りの皆々様の愛情が、非力な人たちをどれほど勇気づけ、また再犯を防い
でいることかと、改めましてお礼を申し上げます。
　尚、曽野綾子元委員長がいつも「副賞のお金はどうぞ皆様ご自身やグループのため
にお使いください」とおっしゃっておられました。皆様のことですから、おそらくいた
だいたお金は、また社会に還元しなければとお思いになる方が多いと思います。でも、
メンバーで温泉に行ったり、おいしいものを食べたり、個人の方はずっと欲しかったお
洋服をちょっと買ったり、どうぞご自分の好きなようにお使いいただきたいと思いま
す。これは決して公私混同というものではなくて、そうすることによって一人一人が、
またグループがますますやる気が出て、リフレッシュして、そして再び活動に力を入
れでくださるのならば、当財団といたしましてもこれほど嬉しいことはございません。
　本日は皆様本当におめでとうございました。そしてありがとうございました。これ
からもぜひご活躍をお続けください。

公益財団法人　社会貢献支援財団
選考委員長　内　館　牧　子
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　川越救急クリニックという救急クリニックをしております
院長の上原でございます。
　受賞者を代表いたしまして、ご臨席の皆様に一言挨拶を申
し上げます。
　本日はこの栄えある賞を授与いただきました、社会貢献支
援財団の皆様並びにこの素晴らしい会場ご用意くださいまし
た帝国ホテルの関係者の皆様、そしてこの場にご臨席いただ
いた皆様、代表者としまして深く御礼申し上げます。ありがとうございます。
　私ども、川越救急クリニックというのは、日本の救急事情を少しでも改善しようと
日々活動しております。日本の救急医療についてご紹介いたしますが、現在、軽症者
を診る一次救急、中等症者を診る二次救急、そして命にかかわる重症者を診る三次救
急と三段階に分かれております。ところが日本という国は、お医者さんが少ないので
す。人口当たりの医者がかなり少ない国のひとつであり、救急の医者というのは更に
少ない。従って、一次救急、二次救急と軽症者を診るところには救急の専門医が殆ど
おりません。重症者を診る三次救急に専門者はいます。いわゆる救急病院、市中にあ
るいわゆる一般病院は、内科、外科あるいは耳鼻科、眼科という各専門の医者が当直
医としているだけであります。そうすると、例えば先ほど内館委員長が足の骨を折っ
たと仰っていましたが、「今日の当直医は耳鼻科」がいる病院に電話をかけても断ら
れるわけです、「専門外です」と。それがあっちかけて下さい、こっちかけて下さい
といういわゆる“たらい回し”という状態を招いております。当直医に何科の医者が
いるかによって市民の命が左右されてしまうことが起こりかねない。正に休日夜間の
診療というのは、運によって左右されている部分が非常に大きい、これが今の日本の
救急医療の現状なのです。
　これを解決するために軽症患者、一次二次の救急にも全身が診られる医者が必要だ
ろうと思いまして、私は救急専門医の資格を取って救急センターで働いていたのです
が、敢えて救命センターを辞めて、市中に普通のクリニックという形で救急専門のク
リニックを開業いたしました。開業してみたら、日本で初めてだったらしく、連日マ
スコミに取り上げられたり色んなことをしておりますが、内容的には大したことして
いません。行き場のない患者さんを診ているだけなのですが。
　開業してから全国から心ある看護師さん、お医者さん、若い先生たちがいっぱい研

受賞者代表挨拶
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修とか見学に来てくれています。彼らも日本の救急事情を良くしたい、改善したいと
いう熱意があります。その熱意を受けて、うちがあるだけじゃダメだろうということ
で2014年に「日本救急クリニック協会」という NPO 団体を設立しまして、今後そこ
が全国にこのようなクリニックが出来るように、支援していけるようにと現在活動を
続けております。
　さて今53件の受賞者の方々のビデオを拝見しましたが、本当に色々な分野で色々な
方が頑張られているのだなと思いました。今回のこのビデオを見るまでこんな活動を
している方がいるのだと知らない方がいっぱいいました。見ているうちに一つ感じた
ことがあります。途中で、「人の幸せはわたしの幸せ」という法被を着ている方が出
てきましたけれど正にそれでありまして、僕らの共通している思いは、「だれか他の
人の笑顔が見たい、他の人の安心した顔が見たい」それが自分の幸せにつながる、と
いう共通した思いでやっているのだなあと感じました。こういう人たちがどんどん増
えていくと日本はいい国になるのだろうと思いながら見ていました。
　今年までにこの財団の表彰を受けた方は 1 万 2 千人、団体もいらっしゃるそうです。
今日で 1 万 2 千53人になったのかな。我々ひとりひとりが他の人の笑顔が見たいと
思って過ごせる国が拡がっていくといいなと思います。いつかこの日本をみんなの笑
顔で溢れる国にして貰いたいなと思いました。そしてそれが出来るまで、この財団の
方々にこの表彰をぜひ続けて下さい、とお願いをいたしまして私の挨拶とさせていた
だきます。
　本日は本当にありがとうございました。

川越救急クリニック　院長
日本救急クリニック協会　理事長

上　原　　　淳
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　本日、長年のご労苦が評価され表彰を受けられた皆様方に、
心からのお祝いと同時に日本国民の一人として感謝の意を表
したいと思います。
　皆様方の日々の地道な活動を通じて多くの人々が救われた
ことを考えますと、この世に同じ人間として生を受けながら、
社会あるいは家庭が大きく変化する中で様々な問題に直面
し、行き場所を失い、生きづらさを感じ、孤独になりがちな
人々が多数存在することを忘れる訳にはいきません。
　そうした中、日本人は互いに助け合う共存の精神で今日の日本を創ってきたわけで
あります。そういう強い DNA をお持ちの皆様方が存在し、現に活動されている事実
が、これからの日本に何よりの力になると確信しております。
　日本財団は、皆様方の活動を次の世代に引き継ぐにはどうしたらいいか、そんな考
えに立ち先般、「日本財団ソーシャル・イノベーション・フォーラム2017」を開催し
ました。驚くべきことにフォーラムには、多くの学生そして若い人たちが、立見席が
出るくらい集まって下さいました。
　皆様方がご存知のような大企業に勤めましても、最近では入社後 3 年で30％から
35％の人が辞めていきます。大きな組織の中で仕事をしても自分自身の活動が見えな
い、もっと社会の人と直接触れ合う仕事をしたい、という若い人たちが増えているの
です。
　学者や評論家が指摘する日本の将来の危惧とは違った新しい動きが、若い人たちの
間に生まれてきているのだと思います。今日受賞された皆様方には、こうした志を持っ
て次の世代を担う人材が沢山いることに意を強くして、さらなる活躍をしていただく
よう期待しています。
　社会のために働きたいと希望する若い人たちが、そのきっかけやアクセスを確保出
来ないということもあると思います。日本財団では皆様方の仕事をさらに拡大し、志
ある若者との繋がりを強化していくことが重要だと思っております。遠慮なく相談い
ただければ、若い方々と皆様方を引き合わせ、繋がりを拡げていくことが出来ると考
えています。
　もちろん政府も行政も社会課題解決のために懸命に尽力されていますし、わが国の
ように社会福祉政策予算が全体の40％を超える国は世界にそんなにありません。しか

来賓祝辞
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し社会課題の解決は行政だけで出来るわけではありません。やはり「草の根」からの
拡がりが重要です。
　相手に対する思いやりや皆様のような深い愛情を持った方々の情熱的な活動があっ
て初めて、世界でも稀な安全で安心な日本社会が構築できたのは間違いありません。
国民の75％が現在の生活に満足しているという国も日本だけです。これは決して経済
的な面だけではないと思います。
　皆様方のような人々によってセーフティーネットも確立されていますが、まだまだ
十分ではありません。日本財団はそういう役割を果していく組織として、皆様と共に
これからも歩んで参りたいと思います。溢れる情熱、どんな困難にも立ち向かう強い
心、そして成果が出るまで頑張り通す継続性こそ重要だと思います。本日、表彰され
た皆様は、まさにこの 3 点を実行されてきた方々だと思います。
　私は全ての人が平等に生活でき、障がいがあろうとなかろうと日本国民として平等
に生活できる社会にしていくことが2020年のオリンピック・パラリンピックのレガ
シーだと考えています。皆様とともに真剣に、明るい未来の日本をつくるため働かせ
ていただきたいと願っております。
　社会貢献支援財団におきましては、公私ともにご多忙の中、安倍昭恵会長を筆頭に
理事の皆様方、そして内館牧子先生を中心とした選考委員会の皆様方の多大なご努力
により年々、制度が充実しているのは関係者の一人として大変嬉しいことであります。
同時に、世の中の知られないところで活躍されている方々は、まだまだ数多くいらっ
しゃると思います。ご参加の皆様方には、そういう方々を推薦賜りたく思います。
　報道その他で様々な悲観論が論じられていますが、日本の将来はそんなに捨てたも
のではありません。日本人の心には 2 千年来、世界に冠たる国造りをしてきた DNA
があり、皆様方はそれをお持ちです。その心を顕在化して、次の世代を担う若い人た
ちに移していただきたいと思います。
　今日を新たな第一歩として、さらにご活躍いただき、皆様方の善行が広く社会に浸
透していくよう、お互い努力をしていこうではありませんか。

公益財団法人　日本財団
会　長　笹　川　陽　平
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祝賀会
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　国の内外を問わず、社会と人間の安寧と幸福のために貢献し、顕著な功績を挙げら
れながら、社会的に報われることの少なかった方々を表彰させて頂き、その功績に報
い感謝することを通じてよりよい社会づくりに資することを目的とする。

第49回社会貢献者表彰の概要

【募集告知】
　�2017年 2 月より、ダイレクトメール発送、新聞への告知広告、当財団ウェブサイト

等にて。

【対象となる功績】
　◦社会貢献の功績

【候補者について】
　◦候補者には、年齢・職業・性別・信条・国籍等の制限はない。
　◦�候補者は、同種の功績により当財団の「社会貢献者表彰」を受賞されていない方

とする。
　◦�候補となった功績と同一または同種の功績により、既に国の栄典（叙勲、褒賞）

または・大臣表彰等を受賞されている方は、選考の際、後順位とされる。

【選考について】
　選考委員会開催日：2017年 6 月 2 日　帝国ホテル東京

【受賞者】
　受 賞 者：53件（内25件は2018年 7 月 6 日表彰予定）
　応募総数：157件

【表彰式】
　開催日：2017年11月27日　帝国ホテル東京
　受賞者には表彰状、副賞として日本財団賞（賞金）を授与する。

社会貢献者表彰とは
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